
名の共同研究で主につのテーマについて研究を行った。

グラフ上の解析学とグラフ・ネットワーク上の!偏微分方程式"
離散グラフ、特に ZN における非線形解析の基礎となる関数不等式、および当該事実の応

用が見込めそうな離散現象のモデルを考察した。
ZNにおけるの不等式を導出した。ZNには共型不変性はないものの、共型不変性
を特徴づける臨界指数NN-)が現れた。

ZNにおける  不等式を導いた。 不等式の場合と同様に、
臨界指数N-)N-)が現れた。

上記二つの問題について、対応する変分問題に付随する最小化元が存在するかどうかを
考察し、最小化元の存在を示唆するいくつかの結果を得た。

ネットワークとの関連をもつ、距離入りグラフにおいて、頂点上ではグラフラプラシア
ンによる拡散、辺上では頂点上の値を境界条件とする一次元拡散方程式に従う 
と呼ぶべきものを定義し、可解性に関する基礎的な考察を行った。

コミュニケーションチャンネルがグラフ構造をもつ協力ゲーム
協力ゲームにおける、各プレーヤー間の提携の可能性が、コミュニケーション制約に

よって、制限を受ける場合、当然、提携によって得られる相補的効果シナジーの構造
も変化を受ける。本研究を通して、定性的な意味で、提携によってもたらされる相補的な
効果が保存される失われないコミュニケーション制約がどのようなものであるかを明
らかにした。具体的には、コミュニケーションチャンネルが、サイクルコンプリートと呼
ばれるグラフ構造をもつ場合、定性的な意味で相補的な互恵関係が保存されることを明ら
かにした。

拘束条件の下でのグラフの描画アルゴリズム
平面グラフGの描画で、Gの各点が整数座標を持ち、Gの各辺が互いに交差しない直線分

として描かれ、各面が全て凸多角形で描かれる描画をGの格子凸描画という。本研究にお
いて、ある条件を持つ平面グラフGは6n  n2の大きさの整数格子内に格子凸描画できるこ
とを証明するとともに、そのような描画を求める線形時間アルゴリズムを与えた。さらに、
平面グラフの各面の面積ができるだけ均等な描画を求めるアルゴリズムを開発するととも
に、様々なグラフに対するシミュレーションを行い、アルゴリズムの評価を行った。

ネットワーク上のフロー最大化問題
本研究ではつの成果を挙げた。つ目は、整数の長さ関数をもつネットワーク内の最

短路を見つける効率的手法に関する研究を論文としてまとめた。つ目は学会発表
で、K の最大フローアルゴリズムを一般化した離散解析を行い、一般
化最大フローを見つけるアルゴリズムを提案し、その応用例についても言及した。つ目
は依頼講演で、ネットワークフロー問題の効率的解法に頻繁に使われる法を
概説した。講演の中で、年月、LAV がこの手法を用いてこれまで年以上未解
決だった「一般化最大フロー問題に対する強多項式アルゴリズム」についても補足解説し
た。
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